
臨床での現場経験を活かし、府⺠のこころのケアに取り組む
大阪府に入るまで
⼩児科研修医終了後、国⽴がんセンター中央病院、同研究センターを経て、
フランス政府給費留学⽣としてギュスタフ・ルーシーがん研究所で研鑽を積み
ました。帰国後、医学博士号を取得し、埼玉医科大学等を経て、入庁しました。

大阪府に入ってから
吹⽥保健所と茨⽊保健所でそれぞれ２年間勤務し、保健所業務全般に携わり
ました。２類感染症疑い事例の搬送では臨床経験を、地域の耐性菌調査では
基礎研究での経験を活かすことができました。

現在
地域保健課参事として、自殺対策基本指針、アルコール健康障がい対策推進
計画、各分野の医療計画の作成等を通じ、府⺠のこころのケア、⺟⼦保健医
療、難病対策の仕組みのより⼀層の充実を目指し日々奮闘しています。

あなたへメッセージ
⾏政医師の守備範囲は広く、それまでの経験全てを活かすことができます。あ
なたのアイディアとパワーを府⺠の健康と命、幸せを守る⼤きな⼒に変換可
能！！可能性は無限大です。
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配属歴
H24年 吹⽥保健所（課⻑補佐）
H26年 茨木保健所（参事）
H28年 保健医療室地域保健課（参事）

保健医療室 地域保健課（参事）


